
(57)【要約】

【課題】　ポンプ吐出圧のリリーフ応答性が高い可変容

量ベーンポンプを提供する。

【解決手段】　作動流体の導入によってカムリング３１

をロータ２５に対する偏心量が減少する方向と増大する

方向にそれぞれ押圧する第一、第二カム室３８、３９と

、この第二カム室３９から作動流体をドレンさせるドレ

ン通路４０と、流量検出オリフィス３５の前後差圧に応

動して第二カム室３９からドレン通路４０を通してドレ

ンする作動流体の流量を制御する制御バルブ３６とを備

える可変容量ベーンポンプ２０において、第二カム室３

９から作動流体をドレンさせるリリーフ通路７２と第一

カム室３８に作動流体を導く分岐通路７１を備え、この

リリーフ通路７２にリリーフバルブ６１を介装し、この

リリーフバルブ６１はポンプ吐出圧を受けて移動するス

プール６２を備え、このスプール６２がポンプ吐出圧が

上昇するのに伴ってリリーフ通路７２を開いて第二カム

室３９から作動流体をドレンさせるとともに、分岐通路

７１から第一カム室３８へ作動流体を導く。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 す る ロ ー タ か ら 摺 動 可 能 に 突 出 す る 複 数 の ベ ー ン と 、 こ の 各 ベ ー ン の 先 端 部 を 摺 接
さ せ て ポ ン プ 室 を 画 成 す る カ ム リ ン グ と 、 こ の ポ ン プ 室 か ら 吐 出 さ れ る 作 動 流 体 を 導 く ポ
ン プ 吐 出 通 路 と 、 こ の ポ ン プ 吐 出 通 路 に 介 装 さ れ る 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス と 、 作 動 流 体 の 導
入 に よ っ て 前 記 カ ム リ ン グ を 前 記 ロ ー タ に 対 す る 偏 心 量 が 減 少 す る 方 向 と 増 大 す る 方 向 に
そ れ ぞ れ 押 圧 す る 第 一 、 第 二 カ ム 室 と 、 こ の 第 二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る ド レ
ン 通 路 と 、 前 記 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス の 前 後 差 圧 に 応 動 し て 前 記 第 二 カ ム 室 か ら こ の ド レ ン
通 路 を 通 し て ド レ ン す る 作 動 流 体 の 流 量 を 制 御 す る 制 御 バ ル ブ と を 備 え る 可 変 容 量 ベ ー ン
ポ ン プ に お い て 、
　 前 記 第 二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る リ リ ー フ 通 路 を 備 え 、 こ の リ リ ー フ 通 路 に
リ リ ー フ バ ル ブ を 介 装 し 、 こ の リ リ ー フ バ ル ブ は ポ ン プ 吐 出 圧 を 受 け て 移 動 す る ス プ ー ル
を 備 え 、 こ の ス プ ー ル が ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 す る の に 伴 っ て 前 記 リ リ ー フ 通 路 を 開 い て 前
記 第 二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ リ ー フ バ ル ブ は バ ル ブ 収 容 穴 に 摺 動 可 能 に 収 め ら れ る ス プ ー ル と 、 こ の ス プ ー ル
を 開 弁 方 向 に 駆 動 す る 圧 力 が 導 か れ る 駆 動 圧 室 と 、 前 記 ス プ ー ル を 閉 弁 方 向 に 付 勢 す る リ
リ ー フ ス プ リ ン グ と を 備 え 、 前 記 駆 動 圧 室 に 前 記 ポ ン プ 吐 出 通 路 を 接 続 し 、 前 記 駆 動 圧 室
に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る の に 伴 っ て 前 記 リ リ ー フ 通 路 の 開 口 面
積 が 増 大 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 リ リ ー フ バ ル ブ は 前 記 ス プ ー ル を 閉 弁 方 向 に 駆 動 す る 圧 力 が 導 か れ る 背 圧 室 を 備 え
、 こ の 背 圧 室 に 前 記 ポ ン プ 吐 出 通 路 を 接 続 し 、 前 記 ス プ ー ル の 前 記 背 圧 室 に 対 す る 受 圧 面
積 を 前 記 駆 動 圧 室 に 対 す る 受 圧 面 積 よ り 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 可
変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ポ ン プ 吐 出 通 路 か ら 作 動 流 体 を 前 記 第 一 カ ム 室 に 流 入 さ せ る 分 岐 通 路 を 備 え 、
　 前 記 リ リ ー フ バ ル ブ は 前 記 駆 動 圧 室 に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る
の に 伴 っ て 前 記 分 岐 通 路 を 開 通 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に
記 載 の 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ の 駆 動 源 等 に 用 い ら れ る 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ の
改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ と し て 、 図 ３ に 示 す も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に つ い て 説 明 す る と 、 ベ ー ン ポ ン プ は 、 ロ ー タ に 対 す る カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 を 変
え る こ と に よ っ て ポ ン プ 容 量 を 変 化 さ せ 、 そ の 吐 出 流 量 が 制 御 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ベ ー ン ポ ン プ は 、 カ ム リ ン グ １ 内 の 吸 込 領 域 と 吐 出 領 域 が 吸 込 通 路 ２ と ポ ン プ 吐 出 通 路
３ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る と と も に 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ に は ポ ン プ 吐 出 口 ４ の 上 流 側 に 流 量
検 出 オ リ フ ィ ス ５ が 介 装 さ れ 、 こ の 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ の 前 後 差 圧 に よ っ て 制 御 バ ル ブ
６ を 作 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 カ ム リ ン グ １ は カ ム ス プ リ ン グ ７ に よ っ て 偏 心 量 を 増 大 さ せ る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 カ ム リ
ン グ １ の 外 周 の 相 反 位 置 に は 、 導 入 さ れ る 作 動 流 体 に よ っ て カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 を 減 少
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さ せ る 第 一 カ ム 室 ８ と 、 逆 に カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 を 増 大 さ せ る 第 二 カ ム 室 ９ と が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 一 、 第 二 カ ム 室 ８ 、 ９ に は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ の 上 流 側 の 作 動 流 体 が そ れ ぞ れ 導 入
さ れ る 。 第 二 カ ム 室 ９ は オ リ フ ィ ス １ ９ を 介 し て 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ の 上 流 に 連 通 し 、
第 二 カ ム 室 ９ に 接 続 さ れ る 通 路 １ ８ の 開 口 面 積 が 制 御 バ ル ブ ６ に よ っ て 変 え ら れ る こ と に
よ り 、 カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 が メ ー タ ア ウ ト 制 御 に よ っ て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 制 御 バ ル ブ ６ は 、 ド レ ン 通 路 １ ０ を 開 閉 す る ス プ ー ル １ ２ と 、 こ の ス プ ー ル １ ２ を ド レ
ン 通 路 １ ０ を 閉 塞 す る 方 向 に 付 勢 す る リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ３ と 、 ス プ ー ル １ ２ の 両 端 に
画 成 さ れ る 第 一 、 第 二 ス プ ー ル 室 １ ４ 、 １ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 制 御 バ ル ブ ６ は 、 ス プ ー ル １ ２ が 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ の 前 後 差 圧 に 応 動 し て 通 路 １ ８
の 開 口 面 積 を 変 え 、 そ れ に よ っ て 吐 出 流 量 が 設 定 値 と な る よ う カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 を 制
御 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ の 上 流 側 は 第 一 ス プ ー ル 室 １ ４ に 連 通 し 、 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５
の 下 流 側 は オ リ フ ィ ス を 介 し て 第 二 ス プ ー ル 室 １ ５ に 連 通 し て お り 、 こ の 流 量 検 出 オ リ フ
ィ ス ５ の 前 後 差 圧 に よ っ て 発 生 す る 力 と リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ３ と が バ ラ ン ス す る 位 置 に
ス プ ー ル １ ２ が 移 動 し 、 ス プ ー ル １ ２ の 移 動 量 に 応 じ て 通 路 １ ８ と ド レ ン 通 路 １ ０ 間 の 開
口 面 積 が 増 減 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ５ は カ ム リ ン グ １ の 偏 心 量 の 減 少 に 伴 な っ て 開 口 面 積 を 減 少 さ せ る
可 変 オ リ フ ィ ス に よ っ て 構 成 さ れ 、 ロ ー タ の 回 転 速 度 が 上 昇 す る の に 伴 っ て そ の 吐 出 流 量
が 減 少 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ １ ６ の 負 荷 が 増 大 す る の に 伴 っ て ポ ン プ 吐 出 口 に 生 じ る 負 荷 圧 が 上
昇 す る が 、 ベ ー ン ポ ン プ は こ の 負 荷 圧 を 設 定 値 以 下 に 抑 え る リ リ ー フ 機 構 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ リ ー フ 機 構 と し て 、 第 二 ス プ ー ル 室 １ ５ に 接 続 さ れ る リ リ ー フ 通 路 １ １ に は リ リ ー フ
弁 １ ７ が 介 装 さ れ る 。 リ リ ー フ 弁 １ ７ は 第 二 ス プ ー ル 室 １ ５ に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 が 設
定 値 を 超 え て 上 昇 す る と リ リ ー フ 通 路 １ １ を 開 く 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ １ ６ の 負 荷 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 し た 場 合 、 次 の 作 動 行 程 を 経
て ポ ン プ 吐 出 圧 が 制 御 さ れ る 。
（ １ ） ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る 。
（ ２ ） リ リ ー フ 弁 １ ７ が リ リ ー フ 通 路 １ １ を 開 通 さ せ る 。
（ ３ ） 第 二 ス プ ー ル 室 １ ５ の 圧 力 を リ リ ー フ 通 路 １ １ を 通 し て 逃 が す 。
（ ４ ） ス プ ー ル １ ２ が 開 弁 方 向 に 移 動 し 、 通 路 １ ８ と ド レ ン 通 路 １ ０ 間 を 開 通 さ せ る 。
（ ５ ） 第 二 カ ム 室 ９ の 圧 力 を 通 路 １ ８ と ド レ ン 通 路 １ ０ を 通 し て 逃 が す 。
（ ６ ） カ ム リ ン グ １ が 偏 心 量 を 減 少 さ せ る 方 向 に 移 動 す る 。
（ ７ ） ポ ン プ 吐 出 圧 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ う し て 負 荷 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る と き に ベ ー ン ポ ン プ は カ ム リ ン グ １ を 移 動 さ
せ て ポ ン プ 吐 出 圧 を 設 定 値 以 下 に 抑 え る こ と に よ り 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ か ら 作 動 流 体 の 一
部 を 逃 が す リ リ ー フ 弁 が 不 要 と な り 、 作 動 流 体 が 無 駄 に 回 路 内 を 循 環 す る こ と が な く 、 作
動 流 体 の 温 度 上 昇 や 騒 音 の 発 生 と い っ た 不 具 合 を 生 じ な い で 済 む 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ７ ３ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-32520 A 2007.2.8



【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ に あ っ て は 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が 設
定 値 を 超 え て 上 昇 し て か ら 、 リ リ ー フ 弁 １ ７ が 開 弁 し 、 ス プ ー ル １ ２ が 移 動 し 、 カ ム リ ン
グ １ の 偏 心 量 が 減 少 し 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が 低 下 す る ま で に 時 間 が か か り 、 ポ ン プ 吐 出 圧 の リ
リ ー フ 応 答 性 が 低 い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ポ ン プ 吐 出 圧 の リ リ ー フ 応 答 性 が
高 い 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 す る ロ ー タ か ら 摺 動 可 能 に 突 出 す る 複 数 の ベ ー ン と 、 各 ベ ー ン の 先 端 部
を 摺 接 さ せ て ポ ン プ 室 を 画 成 す る カ ム リ ン グ と 、 ポ ン プ 室 か ら 吐 出 さ れ る 作 動 流 体 を 導 く
ポ ン プ 吐 出 通 路 と 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 に 介 装 さ れ る 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス と 、 作 動 流 体 の 導 入
に よ っ て カ ム リ ン グ を ロ ー タ に 対 す る 偏 心 量 が 減 少 す る 方 向 と 増 大 す る 方 向 に そ れ ぞ れ 押
圧 す る 第 一 、 第 二 カ ム 室 と 、 こ の 第 二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る ド レ ン 通 路 と 、
流 量 検 出 オ リ フ ィ ス の 前 後 差 圧 に 応 動 し て 第 二 カ ム 室 か ら ド レ ン 通 路 を 通 し て ド レ ン す る
作 動 流 体 の 流 量 を 制 御 す る 制 御 バ ル ブ と を 備 え る 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ に 適 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 第 二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る リ リ ー フ 通 路 を 備 え 、 こ の リ リ ー フ 通
路 に リ リ ー フ バ ル ブ を 介 装 し 、 こ の リ リ ー フ バ ル ブ は ポ ン プ 吐 出 圧 を 受 け て 移 動 す る ス プ
ー ル を 備 え 、 こ の ス プ ー ル が ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 す る の に 伴 っ て リ リ ー フ 通 路 を 開 い て 第
二 カ ム 室 か ら 作 動 流 体 を ド レ ン さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 リ リ ー フ バ ル ブ は ポ ン プ 吐 出 圧 を 受 け て 移 動 す る ス プ ー ル が リ リ ー フ
通 路 を 開 く た め 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 し て か ら 第 二 カ ム 室 の 圧 力 を 逃 が し て カ ム リ ン グ の
偏 心 量 を 減 ら す の に か か る 作 動 時 間 を 短 縮 し 、 ポ ン プ 吐 出 圧 の リ リ ー フ 応 答 性 を 高 め ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ベ ー ン ポ ン プ は 負 荷 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る と き に 、 カ ム リ ン グ の 偏 心 量 が リ リ ー
フ バ ル ブ を 介 し て 応 答 性 良 く 制 御 さ れ て ポ ン プ 吐 出 流 量 を 低 下 さ せ て ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定
値 以 下 に 抑 え ら れ る こ と に よ り 、 無 駄 な エ ネ ル ギ 消 費 を 少 な く す る と と も に 、 ポ ン プ 吐 出
圧 の 変 動 を 抑 え て 負 荷 の 作 動 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 車 両 に 搭 載 さ れ る パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の 流 体 圧 源 と し て 設 け ら れ る
ベ ー ン ポ ン プ に 適 用 し た 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は 、 ボ デ ー ２ １ に 回 転 可 能 に 収 装 さ れ る ロ ー タ ２
５ と 、 こ の ロ ー タ ２ ５ か ら 摺 動 可 能 に 突 出 す る 複 数 の ベ ー ン ２ ４ と 、 各 ベ ー ン ２ ４ を 取 り
囲 む カ ム リ ン グ ３ １ と を 主 体 と し て 構 成 さ れ る 。 各 ベ ー ン ２ ４ は 回 転 す る ロ ー タ ２ ５ に 対
し て 放 射 方 向 に 出 入 り し な が ら そ れ ぞ れ の 先 端 部 を カ ム リ ン グ ３ １ の 内 周 面 に 摺 接 さ せ て
各 ベ ー ン ２ ４ 間 の ポ ン プ 室 を 拡 縮 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ ー タ ２ ５ は そ の 駆 動 軸 ２ ６ に エ ン ジ ン か ら の 回 転 が 図 示 し な い プ ー リ お よ び ベ ル ト 等
を 介 し て 伝 達 さ れ 、 図 に て 左 回 り 方 向 に 回 転 す る 。 ロ ー タ ２ ５ の 回 転 に 伴 っ て 各 ベ ー ン ２
４ 間 で 拡 が る ポ ン プ 室 に は 図 示 し な い 吸 込 領 域 の ポ ー ト （ 図 示 せ ず ） か ら 作 動 流 体 が 吸 込
ま れ 、 各 ベ ー ン ２ ４ 間 で 収 縮 す る ポ ン プ 室 か ら 作 動 流 体 が 吐 出 領 域 の ポ ー ト （ 図 示 せ ず ）
に 吐 出 さ れ 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ ３ を 介 し て パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ ４ ６ へ と 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ボ デ ー ２ １ の ポ ン プ 収 容 凹 部 ２ １ ａ に ア ダ プ タ リ ン グ ２ ２ が 介 装 さ れ 、 ア ダ プ タ リ ン グ
２ ２ の 内 側 に カ ム リ ン グ ３ １ が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 可 変 容 量 機 構 と し て 、 カ ム リ ン グ ３ １ は ピ ン ３ ２ を 介 し て ア ダ プ タ リ ン グ ２ ２ に 揺 動 可
能 に 支 持 さ れ る 。 ア ダ プ タ リ ン グ ２ ２ と カ ム リ ン グ ３ １ の 間 に は 第 一 カ ム 室 ３ ８ と 第 二 カ
ム 室 ３ ９ が 画 成 さ れ 、 第 一 、 第 二 カ ム 室 ３ ８ 、 ３ ９ に 導 入 さ れ る 作 動 流 体 の 圧 力 差 に よ っ
て カ ム リ ン グ ３ １ が ピ ン ３ ２ を 介 し て 揺 動 し 、 ポ ン プ 容 量 が 変 化 す る 。 カ ム リ ン グ ３ １ は
第 一 カ ム 室 ３ ８ 方 向 に 最 大 に 変 位 し た と き に ロ ー タ ２ ４ に 対 す る 偏 心 量 が 最 大 に な り 、 逆
に 第 二 カ ム 室 ３ ９ 方 向 に 最 大 に 変 位 し た と き に 同 偏 心 量 が 最 小 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 カ ム リ ン グ ３ １ の 中 心 軸 と ピ ン ３ ２ の 中 心 軸 は オ フ セ ッ ト し て い る た め 、 カ ム リ ン グ ３
１ の 内 側 で 発 生 す る 圧 力 に よ り カ ム リ ン グ ３ １ は 図 に て 右 方 向 に 移 動 し よ う と す る 力 が 生
じ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ボ デ ー ２ １ に は ア ダ プ タ リ ン グ ２ ２ を 貫 通 し カ ム リ ン グ ３ １ に 追 従 す る フ ィ ー ド バ ッ ク
ピ ン ４ ７ が 介 装 さ れ る 。 こ の フ ィ ー ド バ ッ ク ピ ン ４ ７ と プ ラ グ ４ ８ の 間 に は プ ラ ン ジ ャ ４
９ を 介 し て カ ム ス プ リ ン グ ３ ７ が 介 装 さ れ 、 カ ム リ ン グ ３ １ は こ の カ ム ス プ リ ン グ ３ ７ に
よ っ て 偏 心 量 を 増 大 さ せ る 方 向 に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 プ ラ グ ４ ８ は プ ラ ン ジ ャ ４ ９ を 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ せ る シ リ ン ダ 部 を 有 し 、 こ の シ リ ン ダ
部 に 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ が 開 口 し 、 プ ラ ン ジ ャ ４ ９ に よ っ て 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５
の 開 口 面 積 が カ ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量 に 応 じ て 変 え ら れ る 。 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 開
口 面 積 は カ ム リ ン グ ３ １ が 第 一 カ ム 室 ３ ８ 方 向 に 最 大 に 変 位 し た と き に 最 大 に な り 、 逆 に
第 二 カ ム 室 ３ ９ 方 向 に 最 大 に 変 位 し た と き に 最 小 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ボ デ ー ２ １ に は 制 御 バ ル ブ ３ ６ が 介 装 さ れ る 。 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ は ポ ン プ 吐 出 通
路 ３ ３ の 途 中 に 介 装 さ れ 、 こ の 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 に よ っ て 制 御 バ ル ブ ３
６ を 作 動 さ せ る 。 制 御 バ ル ブ ３ ６ は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 に よ っ て 第 一 カ ム
室 ３ ８ と 第 二 カ ム 室 ３ ９ に 導 か れ る 駆 動 圧 を 調 節 し 、 そ れ に よ っ て 吐 出 流 量 が 設 定 値 と な
る よ う に カ ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 一 、 第 二 カ ム 室 ３ ８ 、 ３ ９ に は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 上 流 側 の 作 動 流 体 が そ れ ぞ
れ 導 入 さ れ る 。 第 二 カ ム 室 ３ ９ は オ リ フ ィ ス ５ ９ を 介 し て 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 上 流
に 連 通 し 、 第 二 カ ム 室 ３ ９ に 接 続 さ れ る ド レ ン 通 路 ４ ０ の 開 口 面 積 が 制 御 バ ル ブ ３ ６ に よ
っ て 変 え ら れ る こ と に よ り 、 カ ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量 が メ ー タ ア ウ ト 制 御 に よ っ て 調 節 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 バ ル ブ ３ ６ は 、 ド レ ン 通 路 ４ ０ を 開 閉 す る ス プ ー ル ５ ２ と 、 こ の ス プ ー ル ５ ２ を ド
レ ン 通 路 ４ ０ を 閉 塞 す る 方 向 に 付 勢 す る リ タ ー ン ス プ リ ン グ ５ ３ と 、 ス プ ー ル ５ ２ の 両 端
に 画 成 さ れ る 第 一 、 第 二 ス プ ー ル 室 ５ ４ 、 ５ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 バ ル ブ ３ ６ は 、 ス プ ー ル ５ ２ が 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 に 応 動 し て ド レ
ン 通 路 ４ ０ の 開 口 面 積 を 変 化 さ せ 、 そ れ に よ っ て 吐 出 流 量 が 設 定 値 と な る よ う カ ム リ ン グ
３ １ の 偏 心 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 上 流 側 は 第 一 ス プ ー ル 室 ５ ４ に 、 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の
下 流 側 は オ リ フ ィ ス ５ ７ を 介 し て 第 二 ス プ ー ル 室 ５ ５ に 連 通 し て お り 、 こ の 流 量 検 出 オ リ
フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 に よ っ て 発 生 す る 力 と リ タ ー ン ス プ リ ン グ ５ ３ と が バ ラ ン ス す る 位
置 で ス プ ー ル ５ ２ が 移 動 し 、 ス プ ー ル ５ ２ の 移 動 量 に 応 じ て 第 二 カ ム 室 ３ ９ と ド レ ン 通 路
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４ ０ 間 の 開 口 面 積 が 増 減 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ の 負 荷 が 増 大 す る の に 伴 っ て ポ ン プ 吐 出 口 ３ ４ に 生 じ る 負 荷 圧
が 上 昇 す る が 、 ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は こ の 負 荷 圧 を 設 定 値 以 下 に 抑 え る リ リ ー フ バ ル ブ ６ １
を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ よ り 上 流 側 の ポ ン プ 吐 出 圧 に 応 動 す る ス
プ ー ル ６ ２ を 備 え 、 こ の ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 以 上 に 高 ま っ た と き に 、 ス プ ー ル ６ ２ が リ
リ ー フ 通 路 ７ ２ を 開 通 さ せ る と と も に 、 分 岐 通 路 ７ １ か ら 第 一 カ ム 室 ３ ８ へ 作 動 流 体 を 導
く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 第 一 カ ム 室 ３ ８ が 加 圧 さ れ る と と も に 第 二 カ ム 室 ９ が 減 圧 さ れ る の に 伴 っ
て カ ム リ ン グ ３ １ が 偏 心 量 を 減 少 さ せ る 方 向 に 移 動 し て ポ ン プ 容 量 を 縮 小 し 、 ポ ン プ 吐 出
圧 が 設 定 値 ま で 減 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ の ス プ ー ル ６ ２ は ボ デ ー ２ １ の バ ル ブ 収 容 穴 ６ ３ に 摺 動 可 能 に 介 装
さ れ 、 リ リ ー フ ス プ リ ン グ ６ ９ に よ っ て 閉 弁 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス プ ー ル ６ ２ は 第 一 、 第 二 ラ ン ド 部 ６ ４ 、 ６ ５ を 有 し 、 こ の 第 一 、 第 二 ラ ン ド 部 ６ ４ 、
６ ５ に よ っ て 駆 動 圧 室 ６ ６ 、 第 一 、 第 二 ド レ ン 室 ６ ７ 、 ６ ８ が そ れ ぞ れ 画 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 一 ド レ ン 室 ６ ７ は 第 一 、 第 二 ラ ン ド 部 ６ ４ 、 ６ ５ の 間 に 画 成 さ れ 、 タ ン ク 側 に 連 通 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 二 ド レ ン 室 ６ ８ は 第 二 ラ ン ド 部 ６ ５ と バ ル ブ 収 容 穴 ６ ３ の 底 部 の 間 に 画 成 さ れ 、 タ ン
ク 側 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 リ リ ー フ ス プ リ ン グ ６ ９ は 第 二 ラ ン ド 部 ６ ５ と バ ル ブ 収 容 穴 ６ ３ の 底 部 の 間 に 圧 縮 し て
介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 駆 動 圧 室 ６ ６ は 第 一 ラ ン ド 部 ６ ４ と プ ラ グ ７ ０ の 間 に 画 成 さ れ 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ ３ に
連 通 し て い る 。 ス プ ー ル ６ ２ は 駆 動 圧 室 ６ ６ に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 す る の に 伴 っ
て リ リ ー フ ス プ リ ン グ ６ ９ に 抗 し て 開 弁 方 向 （ 図 の 右 方 向 ） に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 バ ル ブ 収 容 穴 ６ ３ は 第 一 カ ム 室 ３ ８ に 連 通 す る 分 岐 通 路 ７ １ が 接 続 さ れ る と と も に 、 第
二 カ ム 室 ３ ９ に 連 通 す る 通 孔 ７ ２ が 環 状 溝 ７ ３ を 介 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 二 ラ ン ド 部 ６ ５ に は 複 数 の ノ ッ チ ７ ５ が 形 成 さ れ る 。 各 ノ ッ チ ７ ５ は そ の 基 端 部 が 第
一 ド レ ン 室 ６ ７ に 開 口 し 、 そ の 先 端 部 が 環 状 溝 ７ ３ に 向 け て 延 び る 。 ス プ ー ル ６ ２ が 図 の
閉 位 置 に あ る と き 、 各 ノ ッ チ ７ ５ と 環 状 溝 ７ ３ の 連 通 が 遮 断 さ れ 、 リ リ ー フ 通 路 ７ ２ は 閉
塞 さ れ て い る 。 ス プ ー ル ６ ２ が 開 弁 方 向 （ 図 の 右 方 向 ） に 所 定 値 を 超 え て 移 動 す る の に 伴
っ て 、 環 状 溝 ７ ３ に 対 向 す る 各 ノ ッ チ ７ ５ の 面 積 が 次 第 に 増 大 し 、 リ リ ー フ 通 路 ７ ２ の 開
口 面 積 が ス プ ー ル ６ ２ の 移 動 量 に 応 じ て 増 大 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て 、 次 に 作 用 及 び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 示 し な い 吸 込 通 路 か ら カ ム リ ン グ ３ １ 内 の 吸 込 領 域 に 吸 込 ま れ た 作 動 流 体 は 各 ベ ー ン
２ ４ に よ る ポ ン プ 作 用 に よ っ て 加 圧 さ れ 、 ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ ３ の 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５
を 通 り 、 ポ ン プ 吐 出 口 ３ ４ か ら 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ へ と 供 給 さ れ る 。 こ の 流 量 検 出
オ リ フ ィ ス ３ ５ を 通 過 す る 作 動 流 体 は 図 中 矢 印 で 示 す よ う に 中 空 形 状 の プ ラ グ ４ ８ と プ ラ
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ン ジ ャ ４ ９ の 内 側 か ら ポ ン プ 収 容 凹 部 ２ １ ａ の ア ダ プ タ リ ン グ ２ ２ の 間 隙 を 通 り 、 ボ デ ィ
２ １ の 通 孔 ２ ９ か ら ポ ン プ 吐 出 口 ３ ４ へ と 流 れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の と き 、 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 に は 圧 力 差 が 生 じ 、 こ の 前 後 差 圧 が 制 御 バ ル
ブ ３ ６ の 第 一 ス プ ー ル 室 ５ ４ と 第 二 ス プ ー ル 室 ５ ５ に 導 入 さ れ る 。 制 御 バ ル ブ ３ ６ で は 、
第 一 、 第 二 ス プ ー ル 室 ５ ４ 、 ５ ５ に 導 入 さ れ る 圧 力 に よ る 力 と リ タ ー ン ス プ リ ン グ ５ ３ の
力 と が バ ラ ン ス す る 位 置 に ス プ ー ル ５ ２ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス プ ー ル ５ ２ が 図 の 右 方 向 に 移 動 す る ま で は 第 二 カ ム 室 ３ ９ の 作 動 流 体 は 排 出 さ れ ず 、
カ ム リ ン グ ３ １ は カ ム ス プ リ ン グ ３ ７ の 力 と 第 二 カ ム 室 ３ ９ で 発 生 す る 力 に よ っ て 最 大 偏
心 位 置 に あ る 。 こ の と き ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は 最 大 容 量 で 吐 出 し 、 ロ ー タ ２ ５ の 回 転 速 度 に
略 比 例 し て 吐 出 流 量 を 増 大 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 車 両 の 据 え 切 り 操 舵 時 等 に あ っ て 、 ロ ー
タ ２ ５ の 回 転 速 度 が 低 い 運 転 時 に 、 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ が 与 え る 操 舵 ア シ ス ト 力 を
十 分 に 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 が 上 昇 す る の に 伴 っ て 、 ス プ ー ル ５ ２ が 図 の 右 方 向
に 移 動 す る と 、 そ の 移 動 量 に 応 じ て 第 二 カ ム 室 ３ ９ の 作 動 流 体 が ノ ッ チ ５ ８ を 介 し て ド レ
ン 通 路 ４ ０ に 排 出 さ れ る と と も に 、 第 一 カ ム 室 ３ ８ に 作 動 流 体 が 導 入 さ れ 、 カ ム リ ン グ ３
１ が 第 一 、 第 二 カ ム 室 ３ ８ 、 ３ ９ の 圧 力 差 に 応 じ て 図 の 右 方 向 に 移 動 し て 偏 心 量 を 減 少 さ
せ る 。 こ う し て ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 前 後 差 圧 に 応 じ た 容 量 に 調
節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 カ ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量 が 減 少 す る の に 伴 な っ て そ の 偏 心 量 が フ ィ ー ド バ ッ ク ピ ン ４ ７
に 伝 わ り プ ラ ン ジ ャ ４ ９ を 介 し て 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ の 開 口 面 積 が 減 少 す る た め 、 ロ
ー タ ２ ５ の 回 転 速 度 が 所 定 値 を 超 え て 上 昇 す る の に 伴 っ て ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ の 吐 出 流 量 は
次 第 に 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、 車 両 の 走 行 時 に 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ が 与 え る 操 舵 ア
シ ス ト 力 が 適 度 に 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 し た と き に は 、 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ の ス プ ー
ル ６ ２ が ポ ン プ 吐 出 圧 に 応 動 し て リ リ ー フ 通 路 ７ ２ を 開 通 さ せ 、 ポ ン プ 室 か ら 吐 出 さ れ る
作 動 流 体 の 一 部 が 第 二 カ ム 室 ３ ９ 、 リ リ ー フ 通 路 ７ ２ を 通 っ て ド レ ン さ れ 、 第 二 カ ム 室 ９
が 減 圧 さ れ る と と も に 、 分 岐 通 路 ７ １ か ら 第 一 カ ム 室 ３ ８ へ 作 動 流 体 を 導 く こ と に よ り カ
ム リ ン グ ３ １ が 偏 心 量 を 減 少 さ せ る 方 向 に 移 動 し て ポ ン プ 容 量 を 縮 小 し 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が
設 定 値 ま で 減 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ う し て カ ム リ ン グ ３ １ を 移 動 さ せ て ポ ン プ 吐 出 圧 を 設 定 値 以 下 に 抑 え る こ と に よ り 、
ポ ン プ 吐 出 通 路 ３ ３ か ら 作 動 流 体 の 一 部 を 逃 が す リ リ ー フ 弁 が 不 要 と な り 、 作 動 流 体 が 無
駄 に 回 路 内 を 循 環 す る こ と が な く 、 作 動 流 体 の 温 度 上 昇 や 騒 音 の 発 生 と い っ た 不 具 合 を 生
じ な い で 済 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ の 負 荷 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 し た 場 合 、 ベ ー ン ポ ン プ ２ ０
は 次 の 作 動 行 程 を 経 て ポ ン プ 吐 出 圧 を 制 御 す る 。
（ １ ） ポ ン プ 吐 出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る 。
（ ２ ） ス プ ー ル ６ ２ が 開 弁 方 向 に 移 動 し 、 リ リ ー フ 通 路 ７ ２ と 分 岐 通 路 ７ １ を そ れ ぞ れ 開
通 さ せ る 。
（ ５ ） 第 二 カ ム 室 ３ ９ の 圧 力 が 低 下 し 、 第 一 カ ム 室 ３ ８ の 圧 力 が 上 昇 す る 。
（ ６ ） カ ム リ ン グ ３ １ が 偏 心 量 を 減 少 さ せ る 方 向 に 移 動 す る 。
（ ７ ） ポ ン プ 吐 出 圧 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 し た ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ の 作 動 行 程 を 前 記 従 来 装 置 の 作 動 行 程 と 比 較 す る と 、 ベ ー ン
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ポ ン プ ２ ０ は 前 記 従 来 装 置 に お け る （ ３ ） と （ ４ ） の 作 動 行 程 が な く な る た め 、 そ の 分 だ
け ポ ン プ 吐 出 圧 の リ リ ー フ 応 答 性 を 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 す な わ ち 、 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ は ポ ン プ 吐 出 圧 を 受 け て 移 動 す る ス プ ー ル ６ ２ が リ リ ー
フ 通 路 ７ ２ を 開 く た め 、 ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 し て か ら 第 二 カ ム 室 ３ ９ の 圧 力 を 逃 が し て カ
ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量 を 減 ら す の に か か る 作 動 時 間 を 短 縮 し 、 ポ ン プ 吐 出 圧 の リ リ ー フ 応
答 性 を 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ は バ ル ブ 収 容 穴 ６ ３ に 摺 動 可 能 に 収 め ら れ る ス プ ー ル ６ ２ と 、 ス プ
ー ル ６ ２ を 開 弁 方 向 に 駆 動 す る ポ ン プ 吐 出 圧 が 導 か れ る 駆 動 圧 室 ６ ６ と 、 ス プ ー ル ６ ２ を
閉 弁 方 向 に 付 勢 す る リ リ ー フ ス プ リ ン グ ６ ９ と を 備 え 、 駆 動 圧 室 ６ ６ に 導 か れ る ポ ン プ 吐
出 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る の に 伴 っ て リ リ ー フ 通 路 ７ ２ の 開 口 面 積 が 増 大 す る た め 、
ポ ン プ 吐 出 圧 に 応 じ て 第 二 カ ム 室 ３ ９ の 圧 力 を 的 確 に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 記 （ ２ ） の 分 岐 通 路 ７ １ の 開 通 が カ ム リ ン グ ３ １ の 動 作 応 答 性 に 一 段 と 寄 与 し
て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ベ ー ン ポ ン プ ２ ０ は 負 荷 圧 が 設 定 値 を 超 え て 上 昇 す る と き に 、 カ ム リ ン グ ３ １ の 偏 心 量
が リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ を 介 し て 応 答 性 良 く 制 御 さ れ て ポ ン プ 吐 出 流 量 を 低 下 さ せ る こ と に
よ り 、 無 駄 な エ ネ ル ギ 消 費 を 少 な く す る と と も に 、 流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ６ の 作 動 を 安
定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 図 ２ に 示 す 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 前 記 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 に は 同 一 符
号 を 付 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス プ ー ル ６ ２ に 第 一 、 第 二 ラ ン ド 部 ６ ４ 、 ６ ５ よ り 小 径 の 第 三 ラ ン ド 部 ７ ７ を 形 成 し 、
こ の 第 三 ラ ン ド 部 ７ ７ を バ ル ブ 収 容 穴 小 径 部 ７ ４ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ せ る 。 第 三 ラ ン ド 部
７ ７ と バ ル ブ 収 容 穴 小 径 部 ７ ４ の 間 に 背 圧 室 ７ ５ が 画 成 さ れ 、 こ の 背 圧 室 ７ ５ に は ポ ン プ
吐 出 通 路 ３ ３ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス プ ー ル ６ ２ の 背 圧 室 ７ ５ に 対 す る 受 圧 面 積 は 駆 動 圧 室 ６ ６ に 対 す る 受 圧 面 積 よ り 小 さ
く す る 。 す な わ ち 、 背 圧 室 ７ ５ に 面 す る 第 三 ラ ン ド 部 ７ ７ の 受 圧 面 積 は 駆 動 圧 室 ６ ６ に 面
す る 第 一 ラ ン ド 部 ６ ４ の 受 圧 面 積 よ り 小 さ く 設 定 さ れ る
　 こ の 場 合 、 ス プ ー ル ６ ２ は 駆 動 圧 室 ６ ６ に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 に よ り 開 弁 方 向 （ 図 の
右 方 向 ） に 押 圧 さ れ る と と も に 、 背 圧 室 ７ ５ に 導 か れ る ポ ン プ 吐 出 圧 に よ り 閉 弁 方 向 （ 図
の 左 方 向 ） に 押 圧 さ れ る た め 、 ス プ ー ル ６ ２ は 第 一 ラ ン ド 部 ６ ４ と 第 三 ラ ン ド 部 ７ ７ の 受
圧 面 積 差 分 に 作 用 す る ポ ン プ 吐 出 圧 が 上 昇 す る の に 伴 っ て リ リ ー フ ス プ リ ン グ ６ ９ に 抗 し
て 開 弁 方 向 （ 図 の 右 方 向 ） に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ う し て ス プ ー ル ６ ２ を 開 弁 方 向 に 駆 動 す る 力 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 リ リ ー フ ス プ
リ ン グ ６ ９ の 付 勢 力 を 小 さ く 設 定 す る こ と が 可 能 と な り 、 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ の 小 型 化 が
は か れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 各 実 施 の 形 態 で は 、 リ リ ー フ バ ル ブ ６ １ の 駆 動 圧 室 ６ ６ に は 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス
３ ５ よ り 上 流 側 の ポ ン プ 吐 出 圧 が 導 か れ る が 、 こ れ に 限 ら ず 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス ３ ５ よ り
下 流 側 の ポ ン プ 吐 出 圧 が 導 か れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず に 、 そ の 技 術 的 な 思 想 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の
変 更 が な し う る こ と は 明 白 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ は 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の 流 体 圧 源 に 限 ら ず 他 の 機
械 に も 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 例 を 示 す 可 変 容 量 ベ ー ン ポ ン プ の 流 体 圧 回 路 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ２ ０ 　 ベ ー ン ポ ン プ
　 ２ ５ 　 ロ ー タ
　 ３ １ 　 カ ム リ ン グ
　 ３ ３ 　 ポ ン プ 吐 出 通 路
　 ３ ４ 　 ポ ン プ 吐 出 口
　 ３ ５ 　 流 量 検 出 オ リ フ ィ ス
　 ３ ６ 　 制 御 バ ル ブ
　 ３ ７ 　 カ ム ス プ リ ン グ
　 ３ ８ 　 第 一 カ ム 室
　 ３ ９ 　 第 二 カ ム 室
　 ４ ０ 　 ド レ ン 通 路
　 ６ ０ 　 リ リ ー フ 通 路
　 ６ １ 　 リ リ ー フ バ ル ブ
　 ６ ２ 　 ス プ ー ル
　 ６ ３ 　 バ ル ブ 収 容 穴
　 ６ ４ 　 第 一 ラ ン ド 部
　 ６ ５ 　 第 二 ラ ン ド 部
　 ６ ６ 　 駆 動 圧 室
　 ６ ９ 　 リ リ ー フ ス プ リ ン グ
　 ７ １ 　 分 岐 通 路
　 ７ ５ 　 背 圧 室
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(10) JP 2007-32520 A 2007.2.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

